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再犯防止推進白書の刊行に当たって

日本政策投資銀行と日本交通公社が2020年（令和2年）及び2021年（令和3年）
に、アジアや欧米豪で暮らす人を対象にコロナ禍収束後に海外旅行で訪れたい国を調査
した結果、いずれの年も日本が1位となりました。日本を選んだ理由の上位には、「治
安の良さ」が挙げられており、我が国の治安の良さは世界に誇るべき強みといえます。
他方で、刑法犯により検挙された再犯者数は減少傾向にあるものの、それを上回るペー
スで初犯者数も減少し続けているため、検挙人員に占める再犯者の人員の比率は上昇傾
向にあり、刑法犯により検挙された者の約半数は再犯者という状況が続いています。新
たな被害者を生まない「安全・安心な社会」を実現し、これを発展させるためには、罪
を犯した人が、二度と犯罪をすることなく、責任ある社会の一員として立ち直ることが
できるよう、再犯防止の取組を進めることが重要となります。

政府においては、そうした認識の下、2017年（平成29年）に、再犯の防止等に関す
る政府の施策等を定めた初めての計画である「再犯防止推進計画」（平成29年12月15
日閣議決定）を策定しました。それに基づき、国の刑事司法関係機関のみならず、国・
地方公共団体・民間協力者等が連携した取組を積み重ねてきた結果、「再犯防止に向け
た総合対策」（平成24年7月20日犯罪対策閣僚会議決定）において定められた「出所年
を含む2年間において刑務所に再入所する割合（2年以内再入率）を令和3年までに
16％以下にする」という数値目標を、令和元年出所者について15.7％と1年前倒しで
達成するに至り、令和2年出所者の2年以内再入率は更に15.1％にまで低下しました。

2022年度（令和4年度）は「再犯防止推進計画」の計画期間、すなわち5年間の最
終年度となります。そこで、本白書の特集では、「再犯防止推進計画策定後の課題と今
後の展望～当事者の声と振り返る～」と題して、「再犯防止推進計画」策定後の取組に
ついて、「主な罪名別」、「主な属性別」及び「主な実施者別」という3つの切り口で振
り返りを行い、今後の課題や展望も併せて記載しています。その過程で見えてきた課題
を踏まえ、2023年度（令和5年度）からの5年間を計画期間とする次期「再犯防止推
進計画」を更に充実したものとするとともに、より実効性のある施策を推進してまいり
たいと考えています。

本白書の発刊が、国民の皆様の再犯防止への御理解を深めていただく一助となり、罪
を犯した人の立ち直りに向けた支援の輪が広がる契機となることを期待しております。

法務大臣



○表紙の絵画作品について

「星の蛍」東日本少年矯正医療・教育センター（東京都昭島市所在）

この作品は、東日本少年矯正医療・教育センターの在院者が制作したものです。
少年院では、矯正教育の一環として、絵画を始めとする美術作品等の創作活動を

通して、情操を育むための働き掛けを積極的に行っています。
自然を好んでいた制作者は、自身が心穏やかに過ごせる場所を心に思い描き、こ

の作品を完成させました。そして、過ごすならこのような風景の場所で、と絵画に
込めた自分の気持ちを、生き生きと話してくれました。

職員一同、制作者が、二度と非行をすることなく、自分の夢をかなえ、このよう
な場所で、心穏やかに暮らしてくれることを願っています。

各ページ下部の　  について
“幸福（しあわせ）の黄色い羽根”というシンボルマークです。
犯罪のない幸福で明るい社会を願うとの意味が込められています。
更生保護のシンボルマークであるひまわりの黄色と、刑期を終え出所した男性を

あたたかく迎える夫婦愛を描いた映画「幸福（しあわせ）の黄色いハンカチ」（1977
年（昭和52年）、山田洋次監督）から着想を得て、“社会を明るくする運動”への
賛同を示す身近な協力のしるしとして、2008年（平成20年）に生まれました。



目 次

第1節	 主な罪名別に見た再犯防止施策の課題と今後の展望 � 2

	1	 薬物事犯 � 2
（1）序論 � 2
（2）指標 � 2
（3）主な取組と課題 � 3
（4）今後の展望 � 7
	2	 性犯罪 � 8
（1）序論 � 8
（2）指標 � 8
（3）主な取組と課題 � 8
（4）今後の展望 � 11
	3	 近年増加傾向にある犯罪（児童虐待、配偶者からの暴力）� 13
（1）序論 � 13
（2）指標 � 13
（3）主な取組と課題 � 14
（4）今後の展望 � 15

第2節	 主な属性別に見た再犯防止施策の課題と今後の展望 � 16

	1	 高齢・障害 � 16
（1）序論 � 16
（2）指標 � 16
（3）主な取組と課題 � 18
（4）今後の展望 � 21
	2	 女性 � 22
（1）序論 � 22
（2）指標 � 22
（3）主な取組と課題 � 23
（4）今後の展望 � 25
	3	 少年・若年者 � 26
（1）序論 � 26
（2）指標 � 26
（3）主な取組と課題 � 26
（4）今後の展望 � 30

第3節	 実施者別に見た再犯防止施策の課題と今後の展望 � 31

	1	 地方公共団体 � 31
（1）序論 � 31

再犯防止推進計画策定後の課題と今後の展望～当事者の声とともに振り返る～特集



（2）指標 � 31
（3）主な取組と課題 � 31
（4）今後の展望 � 33
	2	 民間協力者1（矯正施設での処遇）� 34
（1）序論 � 34
（2）主な取組と課題 � 34
（3）今後の展望 � 37
	3	 民間協力者2（協力雇用主）� 38
（1）序論 � 38
（2）指標 � 38
（3）主な取組と課題 � 39
（4）今後の展望 � 39
	4	 民間協力者3（保護司）� 41
（1）序論 � 41
（2）指標 � 41
（3）主な取組 � 42
（4）今後の課題と展望 � 42

第4節	 終わりに～次期「再犯防止推進計画」の策定に向けて～ � 44

第1節	 再犯の防止等に関する施策の成果指標 � 46

	1	 刑法犯検挙者中の再犯者数及び再犯者率【指標番号1】� 46
	2	 新受刑者中の再入者数及び再入者率【指標番号2】� 47
	3	 出所受刑者の2年以内再入者数及び2年以内再入率【指標番号3】� 48
	4	 �主な罪名（覚醒剤取締法違反、性犯罪（強制性交等・強姦・強制わいせつ）、傷害・暴行、	
窃盗）・特性（高齢（65歳以上）、女性、少年）別2年以内再入率【指標番号4】� 50

第2節	 再犯の防止等に関する施策の動向を把握するための参考指標 � 52

	1	 就労・住居の確保等関係 � 52
（1）�刑務所出所者等総合的就労支援対策の対象者のうち、就職した者の数及びその割合�

【指標番号5】� 52
（2）�協力雇用主数、実際に雇用している協力雇用主数及び協力雇用主に雇用されている�

刑務所出所者等数【指標番号6】� 53
（3）保護観察終了時に無職である者の数及びその割合【指標番号7】� 54
（4）刑務所出所時に帰住先がない者の数及びその割合【指標番号8】� 55
（5）更生保護施設及び自立準備ホームにおいて一時的に居場所を確保した者の数【指標番号9】� 56
	2	 保健医療・福祉サービスの利用の促進等関係 � 57

再犯防止をめぐる近年の動向第1章



（1）特別調整により福祉サービス等の利用に向けた調整を行った者の数【指標番号10】� 57
（2）�薬物事犯保護観察対象者のうち、保健医療機関等による治療・支援を受けた者の数及び�

その割合【指標番号11】� 58
	3	 学校等と連携した修学支援の実施等関係 � 58
（1）�少年院において修学支援を実施し、出院時点で復学・進学を希望する者のうち、出院時又は�

保護観察中に復学・進学決定した者の数及び復学・進学決定率【指標番号12】� 58
（2）�上記により復学・進学決定した者のうち、保護観察期間中に高等学校等を卒業した者又は�

保護観察終了時に高等学校等に在学している者の数及びその割合【指標番号13】� 59
（3）�矯正施設における高等学校卒業程度認定試験の受験者数、合格者数及び合格率�

【指標番号14】� 59
	4	 民間協力者の活動の促進等、広報・啓発活動の推進等関係 � 60
（1）保護司数及び保護司充足率【指標番号15】� 60
（2）“社会を明るくする運動”行事参加人数【指標番号16】� 61
	5	 地方公共団体との連携強化等関係 � 61
（1）地方再犯防止推進計画を策定している地方公共団体の数及びその割合【指標番号17】� 61

第1節	 就労の確保等 � 64

	1	 職業適性の把握と就労につながる知識・技能等の習得 � 64
（1）職業適性等の把握【施策番号1】� 64
（2）就労に必要な基礎的能力等の習得に向けた指導・支援【施策番号2】� 64
（3）矯正施設における職業訓練等の充実【施策番号3】� 66
（4）資格制限等の見直し【施策番号4】� 68
	2	 就職に向けた相談・支援等の充実 � 69
（1）刑務所出所者等総合的就労支援を中心とした就労支援の充実【施策番号5】� 69
（2）非行少年に対する就労支援【施策番号6】� 73
	3	 新たな協力雇用主の開拓・確保 � 73
（1）企業等に対する働き掛けの強化【施策番号7】� 73

（2）各種事業者団体に対する広報・啓発【施策番号8】� 75
（3）多様な業種の協力雇用主の確保【施策番号9】� 75
	4	 協力雇用主の活動に対する支援の充実 � 75
（1）協力雇用主等に対する情報提供【施策番号10】� 75
（2）協力雇用主の不安・負担の軽減【施策番号11】� 75
（3）住居を確保できない者を雇用しようとする協力雇用主に対する支援【施策番号12】� 77

Column 

01 諸外国における刑務所出所者の再犯状況 � 62

就労・住居の確保等のための取組第2章

Column 

02 矯正施設における就労支援～スタディツアーによる理解促進～ � 74



（4）協力雇用主に関する情報の適切な共有【施策番号13】� 77
	5	 犯罪をした者等を雇用する企業等の社会的評価の向上等 � 77
（1）国による雇用等【施策番号14】� 77
（2）協力雇用主の受注の機会の増大【施策番号15】� 77
（3）補助金の活用【施策番号16】� 78
（4）協力雇用主に対する栄典【施策番号17】� 78
	6	 就職後の職場定着に向けたフォローアップの充実 � 78
（1）就労した者の離職の防止【施策番号18】� 78
（2）雇用した協力雇用主に対する継続的支援【施策番号19】� 79
（3）離職した者の再就職支援【施策番号20】� 79
	7	 一般就労と福祉的支援の狭間にある者の就労の確保 � 79
（1）受刑者等の特性に応じた刑務作業等の充実【施策番号21】� 79
（2）障害者・生活困窮者等に対する就労支援の活用【施策番号22】� 80
（3）ソーシャルビジネスとの連携【施策番号23】� 82

第2節	 住居の確保等 � 84

	1	 矯正施設在所中の生活環境の調整の充実 � 84
（1）帰住先確保に向けた迅速な調整【施策番号24】� 84
（2）受刑者等の親族等に対する支援【施策番号25】� 84
	2	 更生保護施設等の一時的な居場所の充実 � 85
（1）更生保護施設における受入れ・処遇機能の充実【施策番号26】� 85
（2）更生保護施設における処遇の基準等の見直し【施策番号27】� 86
（3）自立準備ホームの確保と活用【施策番号28】� 86
	3	 地域社会における定住先の確保 � 87
（1）住居の確保を困難にしている要因の調査等【施策番号29】� 87
（2）住居の提供者に対する継続的支援の実施【施策番号30】� 87
（3）公営住宅への入居における特別な配慮【施策番号31】� 88
（4）賃貸住宅の供給の促進【施策番号32】� 88
（5）満期出所者に対する支援情報の提供等の充実【施策番号33】� 88

第1節	 高齢者又は障害のある者等への支援等 � 90

	1	 関係機関における福祉的支援の実施体制等の充実 � 90
（1）刑事司法関係機関におけるアセスメント機能等の強化【施策番号34】� 90
（2）高齢者又は障害のある者等である受刑者等に対する指導【施策番号35】� 90
（3）矯正施設、保護観察所及び地域生活定着支援センター等の多機関連携の強化等【施策番号36】� 91

Column 

03 農福一体のソーシャル・ファーム（農福連携による社会復帰）� 83

保健医療・福祉サービスの利用の促進等のための取組第3章



（4）更生保護施設における支援の充実【施策番号37】� 92
（5）刑事司法関係機関の職員に対する研修の実施【施策番号38】� 93
	2	 保健医療・福祉サービスの利用に関する地方公共団体等との連携の強化 � 93
（1）地域福祉計画・地域医療計画における位置付け【施策番号39】� 93
（2）社会福祉施設等の協力の促進【施策番号40】� 95
（3）保健医療・福祉サービスの利用に向けた手続の円滑化【施策番号41】� 95
	3	 高齢者又は障害のある者等への効果的な入口支援の実施 � 96
（1）刑事司法関係機関の体制整備【施策番号42】� 96
（2）刑事司法関係機関と保健医療・福祉関係機関等との連携の在り方の検討【施策番号43】� 96

第2節	 薬物依存を有する者への支援等 � 98

	1	 刑事司法関係機関等における効果的な指導の実施等 � 98
（1）再犯リスクを踏まえた効果的な指導の実施【施策番号44】� 98

（2）矯正施設・保護観察所における薬物指導等体制の整備【施策番号45】� 103
（3）更生保護施設による薬物依存回復処遇の充実【施策番号46】� 104
（4）薬物事犯者の再犯防止対策の在り方の検討【施策番号47】� 104
	2	 治療・支援等を提供する保健・医療機関等の充実 � 107
（1）薬物依存症治療の専門医療機関の拡大【施策番号48】� 107
（2）薬物依存症に関する相談支援窓口の充実【施策番号49】� 108
（3）自助グループを含めた民間団体の活動の促進【施策番号50】� 108
（4）薬物依存症者の親族等の知識等の向上【施策番号51】� 108
（5）薬物依存症対策関係機関の連携強化【施策番号52】� 108
（6）薬物依存症治療の充実に資する診療報酬の検討【施策番号53】� 111
	3	 薬物依存症の治療・支援等ができる人材の育成 � 111
（1）薬物依存症に関する知見を有する医療関係者の育成【施策番号54】� 111
（2）薬物依存症に関する知見を有する福祉専門職の育成【施策番号55】� 111
（3）薬物依存症に関する知見を有する心理専門職の育成【施策番号56】� 111
（4）薬物依存症に関する知見を有する支援者の育成【施策番号57】� 112

第1節	 学校等と連携した修学支援の実施等 � 114

	1	 児童生徒の非行の未然防止等 � 114
（1）学校における適切な指導等の実施【施策番号58】� 114
（2）地域における非行の未然防止等のための支援【施策番号59】� 115

Column 

04 検察庁等と協働した社会的に孤立した地域住民への支援 � 97

Column 

05 少年用大麻再乱用防止プログラム � 102

学校等と連携した修学支援の実施等のための取組第4章



（3）警察における非行少年に対する支援【施策番号60】� 118
	2	 非行等による学校教育の中断の防止等 � 119
（1）学校等と保護観察所が連携した支援等【施策番号61】� 119
（2）矯正施設と学校との連携による円滑な学びの継続に向けた取組の充実【施策番号62】� 120
（3）矯正施設における高等学校卒業程度認定試験の指導体制の充実【施策番号63】� 121
	3	 学校や地域社会において再び学ぶための支援 � 121
（1）矯正施設からの進学・復学の支援【施策番号64】� 121
（2）高等学校中退者等に対する地域社会における支援【施策番号65】� 122

第1節	 特性に応じた効果的な指導の実施 � 126

	1	 適切なアセスメントの実施 � 126
（1）刑事司法関係機関におけるアセスメント機能の強化【施策番号66】� 126
（2）関係機関等が保有する処遇に資する情報の適切な活用【施策番号67】� 129
	2	 性犯罪者・性非行少年に対する指導等 � 130
（1）性犯罪者等に対する専門的処遇【施策番号68】� 130
（2）子供を対象とする暴力的性犯罪をした者の再犯防止【施策番号69】� 132
	3	 ストーカー加害者に対する指導等 � 132
（1）被害者への接触防止のための措置【施策番号70】� 132
（2）ストーカー加害者に対するカウンセリング等【施策番号71】� 133
（3）ストーカー加害者に対する指導等に係る調査研究【施策番号72】� 133
	4	 暴力団関係者等再犯リスクが高い者に対する指導等 � 133
（1）暴力団からの離脱に向けた指導等【施策番号73】� 133
（2）暴力団員の社会復帰対策の推進【施策番号74】� 135
	5	 少年・若年者に対する可塑性に着目した指導等 � 135
（1）刑事司法関係機関における指導体制の充実【施策番号75】� 135
（2）関係機関と連携したきめ細かな支援等【施策番号76】� 136
（3）少年鑑別所における観護処遇の充実【施策番号77】� 136
（4）非行少年に対する社会奉仕体験活動等への参加の促進【施策番号78】� 136
（5）保護者との関係を踏まえた指導等の充実【施策番号79】� 136
（6）非行少年を含む犯罪者に対する処遇を充実させるための刑事法の整備等【施策番号80】� 137
	6	 女性の抱える問題に応じた指導等【施策番号81】� 139
	7	 発達上の課題を有する犯罪をした者等に対する指導等【施策番号82】� 140
	8	 その他の効果的な指導等の実施に向けた取組の充実 � 142
（1）各種指導プログラムの充実【施策番号83】� 142
（2）社会貢献活動等の充実【施策番号84】� 148
（3）関係機関や地域の社会資源の一層の活用【施策番号85】� 149
	9	 犯罪被害者等の視点を取り入れた指導等【施策番号86】� 149

犯罪をした者等の特性に応じた効果的な指導の実施等のための取組第5章



	10	 �再犯の実態把握や指導等の効果検証及び効果的な処遇の在り方等に関する調査研究	
【施策番号87】� 152

第1節	 民間協力者の活動の促進等 � 156

	1	 民間ボランティアの確保 � 156
（1）民間ボランティアの活動に関する広報の充実【施策番号88】� 156
（2）更生保護ボランティアの活動を体験する機会の提供【施策番号89】� 156
（3）保護司候補者検討協議会の効果的な実施等【施策番号90】� 156
	2	 民間ボランティアの活動に対する支援の充実 � 157
（1）少年警察ボランティア等の活動に対する支援の充実【施策番号91】� 157
（2）更生保護ボランティアの活動に対する支援の充実【施策番号92】� 157
（3）更生保護サポートセンターの設置の推進【施策番号93】� 158

	3	 更生保護施設による再犯防止活動の促進等 � 167
（1）更生保護施設の地域拠点機能の強化【施策番号94】� 167
（2）更生保護事業の在り方の見直し【施策番号95】� 168

	4	 民間の団体等の創意と工夫による再犯防止活動の促進 � 170
（1）再犯防止活動への民間資金の活用の検討【施策番号96】� 170
（2）社会的成果（インパクト）評価に関する調査研究【施策番号97】� 172
	5	 民間協力者との連携の強化 � 172
（1）適切な役割分担による効果的な連携体制の構築【施策番号98】� 172
（2）犯罪をした者等に関する情報提供【施策番号99】� 173
（3）犯罪をした者等の支援に関する知見等の提供・共有【施策番号100】� 173
	6	 再犯防止に関する広報・啓発活動の推進 � 174
（1）啓発事業等の実施【施策番号101】� 174
（2）法教育の充実【施策番号102】� 175

	7	 民間協力者に対する表彰【施策番号103】� 178

Column 

06 エビデンスに基づく再犯防止施策の実現に向けて～データと実践をつなぐ～ � 153

民間協力者の活動の促進等、広報・啓発活動の推進等のための取組第6章

Column 

07 再犯防止を支える民間協力者の方々 � 159

Column 

08 更生保護施設による訪問支援事業 � 169

Column 

09 「カベ」を通じたつながり～少年院跡地における鋼板プロジェクト～ � 176



第1節	 地方公共団体との連携強化等 � 180

	1	 地方公共団体による再犯の防止等の推進に向けた取組の支援 � 180
（1）再犯防止担当部署の明確化【施策番号104】� 180
（2）地域社会における再犯の防止等に関する実態把握のための支援【施策番号105】� 180

（3）地域のネットワークにおける取組の支援【施策番号106】� 187
（4）資金調達手段の検討の促進【施策番号107】� 187
	2	 地方再犯防止推進計画の策定等の促進【施策番号108】� 188
	3	 地方公共団体との連携の強化 � 189
（1）犯罪をした者等の支援等に必要な情報の提供【施策番号109】� 189
（2）犯罪をした者等の支援に関する知見等の提供・共有【施策番号110】� 190
（3）国・地方協働による施策の推進【施策番号111】� 190
（4）国の施策に対する理解・協力の促進【施策番号112】� 190

第1節	 関係機関の人的・物的体制の整備等 � 192

	1	 関係機関における人的体制の整備【施策番号113】� 192
	2	 関係機関の職員等に対する研修の充実等【施策番号114】� 192
	3	 矯正施設の環境整備【施策番号115】� 192

1．再犯の防止等の推進に関する法律（平成28年法律第104号）� 2
2．再犯防止推進計画（平成29年12月15日閣議決定）� 8
3．再犯防止推進計画等検討会関係資料 � 37
4．再犯防止推進計画加速化プラン�

～満期釈放者対策を始めとした“息の長い”支援の充実に向けて～ � 39
5．再犯防止に向けた総合対策 � 45
6．宣言：犯罪に戻らない・戻さない�

～立ち直りをみんなで支える明るい社会へ～ � 57
7．薬物依存者・高齢犯罪者等の再犯防止緊急対策�

～立ち直りに向けた“息の長い”支援につなげるネットワーク構築～ � 64
8．政府・地方公共団体の再犯防止等施策担当窓口一覧 � 69
9．再犯防止等施策関係予算（令和3年度、令和4年度）� 71
10．成人による刑事事件の流れ � 81
11．非行少年に関する手続の流れ � 83

地方公共団体との連携強化等のための取組第7章

Column 

10 滋賀県における再犯防止の取組 � 186

関係機関の人的・物的体制の整備等のための取組第8章

再犯防止等施策に関する基礎資料



特1-1-1 覚醒剤取締法違反の同罪名による2年以内再入率の推移 � 2
特1-1-2 �薬物事犯保護観察対象者のうち、保健医療機関等による治療・�

支援を受けた者の数及びその割合【指標番号11】� 3
特1-1-3 大麻事犯の検挙人員 � 3
特1-1-4 質問紙調査に用いた尺度（一部抜粋）� 4
特1-1-5 動機付けの変化（SOCRATES病識尺度）� 4
特1-1-6 新旧実施体制の出所後2年以内再犯率の比較 � 4
特1-2-1 性犯罪の同種犯罪による2年以内再入率 � 8
特1-2-2 性犯罪者に対する処遇プログラムの改訂について（令和4年度～）� 9
特1-2-3 大阪府における条例に基づく情報提供スキーム � 11
特1-3-1 児童虐待に係る事件の検挙件数 � 13
特1-3-2 配偶者からの暴力事案等の検挙件数 � 14
特2-1-1 新受刑者（65歳以上の者）の人員及び割合 � 16
特2-1-2 新受刑者（精神障害を有する者）の人員及び割合 � 17
特2-1-3 高齢出所者の2年以内再入率 � 17
特2-1-4 刑事施設で認知症と診断を受けた者の数の推移 � 18
特2-2-1 新受刑者の特徴 � 22
特2-2-2 精神障害を有する新受刑者（男女別）の人員の推移 � 22
特2-2-3 被虐待経験を有する少年院入院者（男女別）の人員の推移 � 23
特2-2-4 理学療法士によるリハビリテーションの様子（栃木刑務所）� 24
特2-3-1 若年の出所者の2年以内再入率 � 26
特2-3-2 少年院出院者の2年以内再入院率・刑事施設入所率 � 26
特2-3-3 「若年受刑者ユニット型処遇」及び「少年院転用型処遇」の概要 � 27
特2-3-4 18歳・19歳の者に対する矯正教育の充実 � 28
特3-1-1 地方再犯防止推進計画策定数（策定方法別）� 31
特3-1-2 「かがやきホーム」での就労の様子 � 32
特3-2-1 「販売戦略科」で制作された広告ポスター「厚保（あつ）くり」「原木しいたけ」� 35
特3-2-2 美祢社会復帰促進センターにおける再犯防止・地方創生連携協力事業 � 35
特3-3-1 協力雇用主数・実際に雇用している協力雇用主数 � 38
特3-3-2 業種別の協力雇用主の割合 � 38
特3-4-1 保護司数の推移 � 41
特3-4-2 保護司年齢別構成の推移 � 41

指標番号1 刑法犯検挙者中の再犯者数及び再犯者率 � 46
指標番号2 新受刑者中の再入者数及び再入者率 � 47
指標番号3 出所受刑者の2年以内再入者数及び2年以内再入率 � 48
指標番号3-1 出所後の2年以内再入者数の推移 � 48
指標番号3-2-1 出所受刑者の2年以内再入率の推移 � 49
指標番号3-2-2 出所受刑者の2年以内再入率の推移（出所事由別）� 49
指標番号4 �主な罪名（覚醒剤取締法違反、性犯罪（強制性交等・強姦・強制わいせつ）、傷害・暴行、

窃盗）・特性（高齢（65歳以上）、女性、少年）別2年以内再入率 � 50

再犯防止推進計画策定後の課題と今後の展望～当事者の声とともに振り返る～特集

再犯防止をめぐる近年の動向第1章

図 表 目 次



指標番号4-1 2年以内再入率（罪名別）の推移 � 51
指標番号4-2 2年以内再入率（特性別）の推移 � 51
指標番号4-3 少年院出院者の2年以内再入院率の推移 � 51
指標番号5 刑務所出所者等総合的就労支援対策の対象者のうち、就職した者の数及びその割合 � 52
指標番号6 �協力雇用主数、実際に雇用している協力雇用主数及び協力雇用主に雇用されている�

刑務所出所者等数 � 53
指標番号7 保護観察終了時に無職である者の数及びその割合 � 54
指標番号8 刑務所出所時に帰住先がない者の数及びその割合 � 55
指標番号9 更生保護施設及び自立準備ホームにおいて一時的に居場所を確保した者の数 � 56
指標番号10 特別調整により福祉サービス等の利用に向けた調整を行った者の数 � 57
指標番号11 �薬物事犯保護観察対象者のうち、保健医療機関等による治療・支援を受けた者の数�

及びその割合 � 58
指標番号12 �少年院において修学支援を実施し、出院時点で復学・進学を希望する者のうち、�

出院時又は保護観察中に復学・進学決定した者の数及び復学・進学決定率 � 58
指標番号13 �上記により復学・進学決定した者のうち、保護観察期間中に高等学校等を卒業した者�

又は保護観察終了時に高等学校等に在学している者の数及びその割合 � 59
指標番号14 矯正施設における高等学校卒業程度認定試験の受験者数、合格者数及び合格率 � 59
指標番号15 保護司数及び保護司充足率 � 60
指標番号16 “社会を明るくする運動”行事参加人数 � 61
指標番号17 地方再犯防止推進計画を策定している地方公共団体の数及びその割合 � 61

資2-2-1 就労支援指導の概要 � 66
資2-3-1 少年院における職業指導種目の再編 � 68
資2-5-1 刑務所出所者等総合的就労支援対策の概要 � 70
資2-5-2 矯正就労支援情報センター室（コレワーク）の概要 � 71
資2-5-3 更生保護就労支援事業の概要 � 72
写真2-5-1 就労支援説明会の様子 � 72
写真2-6-1 就労支援の様子 � 73
写真2-7-1 雇用支援セミナーの様子 � 73
資2-11-1 身元保証制度の概要 � 76
資2-11-2 刑務所出所者等就労奨励金支給制度の概要 � 76
資2-15-1 地方公共団体による協力雇用主支援等の現状 � 78
資2-22-1 就労系障害福祉サービスの概要 � 81
資2-22-2 就労準備支援事業の概要 � 81
資2-22-3 就労訓練事業の概要 � 82
資2-28-1 緊急的住居確保・自立支援対策の概要 � 87

資3-34-1	 �刑事施設・少年院における社会福祉士、�
精神保健福祉士及び福祉専門官の配置施設数の推移 � 90

資3-35-1	 社会復帰支援指導プログラムの概要 � 91
資3-36-1	 特別調整の概要 � 92

就労・住居の確保等のための取組第2章

保健医療・福祉サービスの利用の促進等のための取組第3章



資3-37-1	 更生保護施設における特別処遇の概要 � 93
資3-39-1	 地域福祉計画の概要 � 94
資3-39-2	 医療計画の概要 � 95
資3-43-1	 被疑者等支援業務の概要 � 97
資3-44-1	 薬物依存離脱指導の概要（1）� 99
資3-44-1	 薬物依存離脱指導の概要（2）� 100
資3-44-2	 薬物再乱用防止プログラムの概要 � 101
資3-45-1	 薬物処遇ユニットの概要 � 104
資3-47-1	 刑の一部執行猶予制度の概要 � 105
資3-47-2	 札幌刑務支所「女子依存症回復支援センター」� 106
資3-48-1	 依存症対策の概要 � 107
資3-52-1	 「第五次薬物乱用防止五か年戦略」の概要 � 109
資3-52-2	 薬物依存のある刑務所出所者等の支援に関する地域連携ガイドラインの概要 � 110
資3-52-3	 ガイドラインを踏まえた薬物依存者に対する支援等の流れ � 110

資4-58-1 薬物乱用防止教室の開催状況 � 115
資4-59-1 「子ども・若者支援地域協議会」・「子ども・若者総合相談センター」の概要 � 116
資4-59-2 地域学校協働活動の概要 � 117
資4-59-3 子どもの学習・生活支援事業の概要 � 118
資4-60-1 非行少年を生まない社会づくりの概要 � 119
資4-61-1 就学支援の充実に向けた文部科学省との連携状況について � 120
資4-65-1 保護観察所における修学支援パッケージの試行の概要 � 123
資4-65-2 学びを通じたステップアップ支援促進事業等の概要 � 123

資5-66-1 受刑者用一般リスクアセスメントツール（Gツール）の概要 � 127
資5-66-2 法務省式ケースアセスメントツール（MJCA）の概要 � 128
資5-66-3 Case Formulation for Probation／Parole（CFP）の概要 � 129
資5-68-1 性犯罪再犯防止指導の概要 � 131
資5-68-2 性犯罪再犯防止プログラムの概要 � 132
資5-73-1 暴力団離脱指導の概要 � 134
資5-73-2 離脱者数の推移（概数）� 135
資5-75-1 少年院における処遇の概要 � 135
資5-80-1 保護観察復帰プログラムの概要 � 138
資5-80-2 成年社会参画指導の概要 � 139
資5-81-1 女子少年院在院者の特性に配慮した処遇プログラムの概要 � 140
資5-82-1 発達上の課題を有する在院者に対する処遇プログラム実施ガイドラインの概要 � 141
資5-83-1 �刑事施設入所から出所までの矯正指導の流れ�

（一般改善指導及び特別改善指導の概要）� 143
資5-83-2 刑事施設における特別改善指導の受講開始人員 � 144
資5-83-3 刑事施設におけるアルコール依存回復プログラムの概要 � 144
資5-83-4 刑事施設における暴力防止プログラムの概要 � 145

学校等と連携した修学支援の実施等のための取組第4章

犯罪をした者等の特性に応じた効果的な指導の実施等のための取組第5章



資5-83-5 保護観察所における専門的処遇プログラムによる処遇の開始人員 � 146
資5-83-6 保護観察所における暴力防止プログラムの概要 � 146
資5-83-7 保護観察所における飲酒運転防止プログラムの概要 � 147
資5-83-8 保護観察所における暴力防止プログラム（児童虐待防止版）の概要 � 147
資5-83-9 保護観察所における類型別処遇の概要 � 148
写真5-84-1 少年院における社会貢献活動の様子 � 148
資5-84-1 保護観察所における社会貢献活動の概要 � 149
資5-86-1 刑事施設における被害者の視点を取り入れた教育の概要 � 151
資5-86-2 保護観察所におけるしょく罪指導プログラムの概要 � 152

写真6-92-1 新たに発足した福島大学BBS会 � 157
資6-93-1 更生保護サポートセンターの概要 � 158
資6-94-1 更生保護施設におけるフォローアップ事業の概要 � 167
資6-94-2 更生保護施設における訪問支援事業の概要 � 168
資6-96-1 SIBによる非行少年への学習支援事業 � 171
資6-96-2 更生保護関係団体のためのクラウドファンディング実践マニュアルの概要 � 171
資6-97-1 成果連動型民間委託契約方式アクションプランの概要 � 172
資6-101-1 令和3年度再犯防止啓発月間ポスター � 174
資6-101-2 第71回“社会を明るくする運動”ポスター � 175
写真6-101-1 サッカースタジアムでのCM上映の様子 � 175
資6-103-1 令和3年安全安心なまちづくり関係功労者表彰の受賞者・受賞団体と活動概要 � 178

資7-105-1 地域再犯防止推進モデル事業の概要 � 180
資7-105-2 地域再犯防止推進モデル事業における取組状況等 � 181
資7-107-1 成果連動型民間委託契約方式推進交付金等について � 188
資7-108-1 「地方再犯防止推進計画策定の手引き」について � 189

民間協力者の活動の促進等、広報・啓発活動の推進等のための取組第6章

犯罪をした者等の特性に応じた効果的な指導の実施等のための取組第7章


	令和３年度　再犯の防止等に関する施策
	目次
	図表目次
	特集　再犯防止推進計画策定後の課題と今後の展望～当事者の声とともに振り返る～
	第1節　主な罪名別に見た再犯防止施策の課題と今後の展望
	1　薬物事犯
	（1）　序論
	（2）　指標
	（3）　主な取組と課題
	（4）　今後の展望

	2　性犯罪
	（1）　序論
	（2）　指標
	（3）　主な取組と課題
	（4）　今後の展望

	3　近年増加傾向にある犯罪（児童虐待、配偶者からの暴力）
	（1）　序論
	（2）　指標
	（3）　主な取組と課題
	（4）　今後の展望


	第2節　主な属性別に見た再犯防止施策の課題と今後の展望
	1　高齢・障害
	（1）　序論
	（2）　指標
	（3）　主な取組と課題
	（4）　今後の展望

	2　女性
	（1）　序論
	（2）　指標
	（3）　主な取組と課題
	（4）　今後の展望

	3　少年・若年者
	（1）　序論
	（2）　指標
	（3）　主な取組と課題
	（4）　今後の展望


	第3節　実施者別に見た再犯防止施策の課題と今後の展望
	1　地方公共団体
	（1）　序論
	（2）　指標
	（3）　主な取組と課題
	（4）　今後の展望
	（1）　序論

	2　民間協力者1（矯正施設での処遇）
	（1）　序論
	（2）　主な取組と課題
	（3）　今後の展望

	3　民間協力者2（協力雇用主）
	（1）　序論
	（2）　指標
	（3）　主な取組と課題
	（4）　今後の展望

	4　民間協力者3（保護司）
	（1）　序論
	（2）　指標
	（3）　主な取組
	（4）　今後の課題と展望
	第4節　終わりに～次期「再犯防止推進計画」の策定に向けて～



	第1章　再犯防止をめぐる近年の動向
	第1節　再犯の防止等に関する施策の成果指標
	1　刑法犯検挙者中の再犯者数及び再犯者率【指標番号1】
	2　新受刑者中の再入者数及び再入者率【指標番号2】
	3　出所受刑者の2年以内再入者数及び2年以内再入率【指標番号3】
	4　主な罪名（覚醒剤取締法違反、性犯罪（強制性交等・強姦・強制わいせつ）、傷害・暴行、窃盗）・特性（高齢（65歳以上）、女性、少年）別2年以内再入率【指標番号4】

	第2節　再犯の防止等に関する施策の動向を把握するための参考指標
	1　就労・住居の確保等関係
	（1）　刑務所出所者等総合的就労支援対策の対象者のうち、就職した者の数及びその割合【指標番号5】
	（2）　協力雇用主数、実際に雇用している協力雇用主数及び協力雇用主に雇用されている刑務所出所者等数【指標番号6】
	（3）　保護観察終了時に無職である者の数及びその割合【指標番号7】
	（4）　刑務所出所時に帰住先がない者の数及びその割合【指標番号8】
	（5）　更生保護施設及び自立準備ホームにおいて一時的に居場所を確保した者の数【指標番号9】

	2　保健医療・福祉サービスの利用の促進等関係
	（1）　特別調整により福祉サービス等の利用に向けた調整を行った者の数【指標番号10】
	（2）　薬物事犯保護観察対象者のうち、保健医療機関等による治療・支援を受けた者の数及びその割合【指標番号11】

	3　学校等と連携した修学支援の実施等関係
	（1）　少年院において修学支援を実施し、出院時点で復学・進学を希望する者のうち、出院時又は保護観察中に復学・進学決定した者の数及び復学・進学決定率【指標番号12】
	（2）　上記により復学・進学決定した者のうち、保護観察期間中に高等学校等を卒業した者又は保護観察終了時に高等学校等に在学している者の数及びその割合【指標番号13】
	（3）　矯正施設における高等学校卒業程度認定試験の受験者数、合格者数及び合格率【指標番号14】

	4　民間協力者の活動の促進等、広報・啓発活動の推進等関係
	（1）　保護司数及び保護司充足率【指標番号15】
	（2）　“社会を明るくする運動”行事参加人数【指標番号16】

	5　地方公共団体との連携強化等関係
	（1）　地方再犯防止推進計画を策定している地方公共団体の数及びその割合【指標番号17】



	第2章　就労・住居の確保等のための取組
	第1節　就労の確保等
	1　職業適性の把握と就労につながる知識・技能等の習得
	（1）　職業適性等の把握【施策番号1】
	（2）　就労に必要な基礎的能力等の習得に向けた指導・支援【施策番号2】
	（3）　矯正施設における職業訓練等の充実【施策番号3】
	（4）　資格制限等の見直し【施策番号4】

	2　就職に向けた相談・支援等の充実
	（1）　刑務所出所者等総合的就労支援を中心とした就労支援の充実【施策番号5】
	（2）　非行少年に対する就労支援【施策番号6】

	3　新たな協力雇用主の開拓・確保
	（1）　企業等に対する働き掛けの強化【施策番号7】
	（2）　各種事業者団体に対する広報・啓発【施策番号8】
	（3）　多様な業種の協力雇用主の確保【施策番号9】

	4　協力雇用主の活動に対する支援の充実
	（1）　協力雇用主等に対する情報提供【施策番号10】
	（2）　協力雇用主の不安・負担の軽減【施策番号11】
	（3）　住居を確保できない者を雇用しようとする協力雇用主に対する支援【施策番号12】
	（4）　協力雇用主に関する情報の適切な共有【施策番号13】

	5　犯罪をした者等を雇用する企業等の社会的評価の向上等
	（1）　国による雇用等【施策番号14】
	（2）　協力雇用主の受注の機会の増大【施策番号15】
	（3）　補助金の活用【施策番号16】
	（4）　協力雇用主に対する栄典【施策番号17】

	6　就職後の職場定着に向けたフォローアップの充実
	（1）　就労した者の離職の防止【施策番号18】
	（2）　雇用した協力雇用主に対する継続的支援【施策番号19】
	（3）　離職した者の再就職支援【施策番号20】

	7　一般就労と福祉的支援の狭間にある者の就労の確保
	（1）　受刑者等の特性に応じた刑務作業等の充実【施策番号21】
	（2）　障害者・生活困窮者等に対する就労支援の活用【施策番号22】
	（3）　ソーシャルビジネスとの連携【施策番号23】


	第2節　住居の確保等
	1　矯正施設在所中の生活環境の調整の充実
	（1）　帰住先確保に向けた迅速な調整【施策番号24】
	（2）　受刑者等の親族等に対する支援【施策番号25】

	2　更生保護施設等の一時的な居場所の充実
	（1）　更生保護施設における受入れ・処遇機能の充実【施策番号26】
	（2）　更生保護施設における処遇の基準等の見直し【施策番号27】
	（3）　自立準備ホームの確保と活用【施策番号28】

	3　地域社会における定住先の確保
	（1）　住居の確保を困難にしている要因の調査等【施策番号29】
	（2）　住居の提供者に対する継続的支援の実施【施策番号30】
	（3）　公営住宅への入居における特別な配慮【施策番号31】
	（4）　賃貸住宅の供給の促進【施策番号32】
	（5）　満期出所者に対する支援情報の提供等の充実【施策番号33】



	第3章　保健医療・福祉サービスの利用の促進等のための取組
	第1節　高齢者又は障害のある者等への支援等
	1　関係機関における福祉的支援の実施体制等の充実
	（1）　刑事司法関係機関におけるアセスメント機能等の強化【施策番号34】
	（2）　高齢者又は障害のある者等である受刑者等に対する指導【施策番号35】
	（3）　矯正施設、保護観察所及び地域生活定着支援センター等の多機関連携の強化等【施策番号36】
	（4）　更生保護施設における支援の充実【施策番号37】
	（5）　刑事司法関係機関の職員に対する研修の実施【施策番号38】

	2　保健医療・福祉サービスの利用に関する地方公共団体等との連携の強化
	（1）　地域福祉計画・地域医療計画における位置付け【施策番号39】
	（2）　社会福祉施設等の協力の促進【施策番号40】
	（3）　保健医療・福祉サービスの利用に向けた手続の円滑化【施策番号41】

	3　高齢者又は障害のある者等への効果的な入口支援の実施
	（1）　刑事司法関係機関の体制整備【施策番号42】
	（2）　刑事司法関係機関と保健医療・福祉関係機関等との連携の在り方の検討【施策番号43】


	第2節　薬物依存を有する者への支援等
	1　刑事司法関係機関等における効果的な指導の実施等
	（1）　再犯リスクを踏まえた効果的な指導の実施【施策番号44】
	（2）　矯正施設・保護観察所における薬物指導等体制の整備【施策番号45】
	（3）　更生保護施設による薬物依存回復処遇の充実【施策番号46】
	（4）　薬物事犯者の再犯防止対策の在り方の検討【施策番号47】

	2　治療・支援等を提供する保健・医療機関等の充実
	（1）　薬物依存症治療の専門医療機関の拡大【施策番号48】
	（2）　薬物依存症に関する相談支援窓口の充実【施策番号49】
	（3）　自助グループを含めた民間団体の活動の促進【施策番号50】
	（4）　薬物依存症者の親族等の知識等の向上【施策番号51】
	（5）　薬物依存症対策関係機関の連携強化【施策番号52】
	（6）　薬物依存症治療の充実に資する診療報酬の検討【施策番号53】

	3　薬物依存症の治療・支援等ができる人材の育成
	（1）　薬物依存症に関する知見を有する医療関係者の育成【施策番号54】
	（2）　薬物依存症に関する知見を有する福祉専門職の育成【施策番号55】
	（3）　薬物依存症に関する知見を有する心理専門職の育成【施策番号56】
	（4）　薬物依存症に関する知見を有する支援者の育成【施策番号57】



	第4章　学校等と連携した修学支援の実施等のための取組
	第1節　学校等と連携した修学支援の実施等
	1　児童生徒の非行の未然防止等
	（1）　学校における適切な指導等の実施【施策番号58】
	（2）　地域における非行の未然防止等のための支援【施策番号59】
	（3）　警察における非行少年に対する支援【施策番号60】

	2　非行等による学校教育の中断の防止等
	（1）　学校等と保護観察所が連携した支援等【施策番号61】
	（2）　矯正施設と学校との連携による円滑な学びの継続に向けた取組の充実【施策番号62】
	（3）　矯正施設における高等学校卒業程度認定試験の指導体制の充実【施策番号63】

	3　学校や地域社会において再び学ぶための支援
	（1）　矯正施設からの進学・復学の支援【施策番号64】
	（2）　高等学校中退者等に対する地域社会における支援【施策番号65】



	第5章　犯罪をした者等の特性に応じた効果的な指導の実施等のための取組
	第1節　特性に応じた効果的な指導の実施
	1　適切なアセスメントの実施
	（1）　刑事司法関係機関におけるアセスメント機能の強化【施策番号66】
	（2）　関係機関等が保有する処遇に資する情報の適切な活用【施策番号67】

	2　性犯罪者・性非行少年に対する指導等
	（1）　性犯罪者等に対する専門的処遇【施策番号68】
	（2）　子供を対象とする暴力的性犯罪をした者の再犯防止【施策番号69】

	3　ストーカー加害者に対する指導等
	（1）　被害者への接触防止のための措置【施策番号70】
	（2）　ストーカー加害者に対するカウンセリング等【施策番号71】
	（3）　ストーカー加害者に対する指導等に係る調査研究【施策番号72】

	4　暴力団関係者等再犯リスクが高い者に対する指導等
	（1）　暴力団からの離脱に向けた指導等【施策番号73】
	（2）　暴力団員の社会復帰対策の推進【施策番号74】

	5　少年・若年者に対する可塑性に着目した指導等
	（1）　刑事司法関係機関における指導体制の充実【施策番号75】
	（2）　関係機関と連携したきめ細かな支援等【施策番号76】
	（3）　少年鑑別所における観護処遇の充実【施策番号77】
	（4）　非行少年に対する社会奉仕体験活動等への参加の促進【施策番号78】
	（5）　保護者との関係を踏まえた指導等の充実【施策番号79】
	（6）　非行少年を含む犯罪者に対する処遇を充実させるための刑事法の整備等【施策番号80】

	6 　女性の抱える問題に応じた指導等【施策番号81】
	7　発達上の課題を有する犯罪をした者等に対する指導等【施策番号82】
	8　その他の効果的な指導等の実施に向けた取組の充実
	（1）　各種指導プログラムの充実【施策番号83】
	（2）　社会貢献活動等の充実【施策番号84】
	（3）　関係機関や地域の社会資源の一層の活用【施策番号85】

	9　犯罪被害者等の視点を取り入れた指導等【施策番号86】
	10　再犯の実態把握や指導等の効果検証及び効果的な処遇の在り方等に関する調査研究【施策番号87】


	第6章　民間協力者の活動の促進等、広報・啓発活動の推進等のための取組
	第1節　民間協力者の活動の促進等
	1　民間ボランティアの確保
	（1）　民間ボランティアの活動に関する広報の充実【施策番号88】
	（2）　更生保護ボランティアの活動を体験する機会の提供【施策番号89】
	（3）　保護司候補者検討協議会の効果的な実施等【施策番号90】

	2　民間ボランティアの活動に対する支援の充実
	（1）　少年警察ボランティア等の活動に対する支援の充実【施策番号91】
	（2）　更生保護ボランティアの活動に対する支援の充実【施策番号92】
	（3）　更生保護サポートセンターの設置の推進【施策番号93】

	3　更生保護施設による再犯防止活動の促進等
	（1）　更生保護施設の地域拠点機能の強化【施策番号94】
	（2）　更生保護事業の在り方の見直し【施策番号95】

	4　民間の団体等の創意と工夫による再犯防止活動の促進
	（1）　再犯防止活動への民間資金の活用の検討【施策番号96】
	（2）　社会的成果（インパクト）評価に関する調査研究【施策番号97】

	5　民間協力者との連携の強化
	（1）　適切な役割分担による効果的な連携体制の構築【施策番号98】
	（2）　犯罪をした者等に関する情報提供【施策番号99】
	（3）　犯罪をした者等の支援に関する知見等の提供・共有【施策番号100】

	6　再犯防止に関する広報・啓発活動の推進
	（1）　啓発事業等の実施【施策番号101】
	（2）　法教育の充実【施策番号102】

	7　民間協力者に対する表彰【施策番号103】


	第7章　地方公共団体との連携強化等のための取組
	第1節　地方公共団体との連携強化等
	1　地方公共団体による再犯の防止等の推進に向けた取組の支援
	（1）　再犯防止担当部署の明確化【施策番号104】
	（2）　地域社会における再犯の防止等に関する実態把握のための支援【施策番号105】
	（3）　地域のネットワークにおける取組の支援【施策番号106】
	（4）　資金調達手段の検討の促進【施策番号107】

	2　地方再犯防止推進計画の策定等の促進【施策番号108】
	3　地方公共団体との連携の強化
	（1）　犯罪をした者等の支援等に必要な情報の提供【施策番号109】
	（2）　犯罪をした者等の支援に関する知見等の提供・共有【施策番号110】
	（3）　国・地方協働による施策の推進【施策番号111】
	（4）　国の施策に対する理解・協力の促進【施策番号112】



	第8章　関係機関の人的・物的体制の整備等のための取組
	第1節　関係機関の人的・物的体制の整備等
	1　関係機関における人的体制の整備【施策番号113】
	2　関係機関の職員等に対する研修の充実等【施策番号114】
	3　矯正施設の環境整備【施策番号115】


	再犯防止等施策に関する基礎資料
	1　再犯の防止等の推進に関する法律（平成28年法律第104号）
	2　再犯防止推進計画（平成29年12月15日閣議決定）
	3　再犯防止推進計画等検討会関係資料
	4　再犯防止推進計画加速化プラン～満期釈放者対策を始めとした“息の長い”支援の充実に向けて～
	5　再犯防止に向けた総合対策
	6　宣言：犯罪に戻らない・戻さない～立ち直りをみんなで支える明るい社会へ～
	7　薬物依存者・高齢犯罪者等の再犯防止緊急対策～立ち直りに向けた“息の長い”支援につなげるネットワーク構築～
	8　政府・地方公共団体の再犯防止等施策担当窓口一覧
	9　再犯防止等施策関係予算（令和3年度、令和4年度）
	10　成人による刑事事件の流れ
	11　非行少年に関する手続の流れ

	再犯防止推進白書事項索引



